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我が国では既に多くの PFI 事業が実施されているが、未だ本格的なインフラ案件は皆無

である。そこで、インフラ PFI 研究小委員会（2006 年度～2007 年度）では、2005 年度ま

で PFI 研究小委員会として活動してきた成果を踏まえ、改めてインフラ事業を対象に PFI
を適切に適用するための各種検討を行うことを目的とした。研究対象が広範であることか

ら、以下の 3 部会を設定し焦点を絞って研究活動を実施した。 
 
リスクマネジメント部会（主査：北詰恵一） 
国際動向部会 （主査：有岡正樹） 
課題分析部会 （主査：渡会英明） 

 
リスクマネジメント部会においては、道路事業におけるリスクマネジメント制度の確立

に向け、1)海外インフラ PFI のリスクに関する事例整理、2)リスク分析・定量化の理論的

検討、3)リスクワークショップの実施に基づくマニュアルの実用性向上、4)リスクマネジメ

ントの実用化に向けたアクションプランの策定、等について検討した。 
 
国際動向・調査研究部会においては、国内でのインフラ PFI/PPP の展開を念頭に、1)英

国、2)豪州、3)米国、における具体事例を基に「道路 PFI/PPP における事業運営リスクと

その対応」について詳細を分析した。 
 
課題分析部会においては、国内でのインフラ PFI/PPP の実現に際し、これに必要な技術

やノウハウ、技術的な課題や隘路の打開策、VFM のあり方等について整理・分析し、今後

のインフラ PFI/PPP のあり方等について検討した。 
 
各部会の活動内容に関しては随時全体研究会において意見交換を行っているのでその成

果は研究小委員会全体のものではあるが、文責を明確にするためそれぞれの部会が報告書

を作成している。 
 
本研究成果発表会においては昨年度の成果発表会に続き、3 部会の成果に関して順次報告

する予定である。 
 
なお、インフラ PFI 研究小委員会は同名ながら改めて第１種研究小委員会として承認を

受け、新メンバー構成で活動を行っている。インフラ PFI 研究小委員会の新旧活動に関し

てはホームページ（http://www.jsce.or.jp/committee/cmc/infra-pfi/index.html）を参照され

たい。 
 

（委員長：宮本和明） 


